
 

 

 

対象地区 宿・大滝・茅野・長野・西平・金山・持越・市山 

立上年月日 平成１９年 9 月   

 

湯ヶ島地域福祉委員会では、これまで地域の課題を話し合うなかで様々な取り組みをして

きました。 

（１）学区全体でこどもから大人が集まる機会を作る「湯ヶ島学区まつり」H21～5回開催 

（２）交通安全啓発看板の作製（H24、H25・27メンテナンス） 

 

 

 

 

 

 

（３）あいさつ運動（H23より継続的に実施） 

・毎月第１月曜日を「あいさつ運動の日」として天城湯ヶ島地区全体であいさつ運 

動を実施。  タスキ作製（H26）・のぼり旗作製（H27） 

（４）啓発品の配布（H26） 

（５）学ぶ機会（H28） 

・「ゴミの出し方」についてわからなくなっている高齢者が多いとの意見から「ゴミの出し

方」についてのお話を聞く勉強会として開催。学んだことを「地域福祉委員だより」と

して地域に PR。 

（６）平成２９年・平成３０度の活動 

・地域の課題を話し合う中で、課題に対応した看板の作製・設置。 

①ゴミのポイ捨て②犬のフン放置③サイクリスト注意④スピード注意⑤ゆっくり走ろう 

 

 

 

 

 

（７）平成 31年度の活動 

・地域の課題や困りごとを話し合うなかで、ポイ捨てがひどい地区があり、対策としてゴ 

ミを捨てない環境を整備するため、清掃作業を行い、看板の設置をしました。 

 

 

 

 

 

 



◆今年度の活動  
天城湯ヶ島地区の月ヶ瀬・湯ヶ島・狩野地域福祉委員会では 3地区の共通の取組みと 

して毎月第１月曜日を「あいさつ運動の日」とし、子どもの見守り・声掛けを通してあ

いさつからはじまる地域づくりを目指し「あいさつ運動」を実施しました。また、９月

と１月のあいさつ運動を委員全員で実施するあいさつ運動を実施しました。 

 

 

 

 

 

また、地域の困りごとを話し合う中で「新型コロナウイルス感染症」でこれまでとは

違う新しい生活様式となり、防災等の考え方が変わっっていることを地域で共有したほ

うがいいのではないかという意見が多く出て、コロナで変わったことを伝える冊子を製

作し地域に配布しました。この取り組みは湯ヶ島・月ヶ瀬・狩野地域福祉委員会の共通

の事業として天城湯ヶ島地区全体での啓発を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の活動  
 毎月第１月曜日に「あいさつ運動」を継続して実施していく予定です。また、地域の

課題から自分たちでできる解決策を検討し事業化していきます。 

 

地域福祉委員               

地区 氏  名 地区 氏 名 

宿 林  雅治 
西平 

山下 誠一 

大滝 堀岡 桂子 杉山 和也 

茅野 山本 直孝 金山 田村 久敏 

長野 浅田 秀子 

市山 

鈴木  薫 

持越 福井 和史 久保田久義 

 山本  一彦 

民生委員児童委員             

地区 氏  名 地区 氏 名 

宿 渡辺千惠子 大滝 安藤 通子 

茅野 山崎 正樹 長野 浅田 俊男 

持越 鈴木  孝 金山 杉山 宗治 

西平 栗田 安英 市山 山本三千代 

           

        
 担当職員  鈴木雅登 古見富士子 


